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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第91期
第３四半期
累計期間

第92期
第３四半期
累計期間

第91期
第３四半期
会計期間

第92期
第３四半期
会計期間

第91期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 10,990,8049,956,1804,309,5993,861,53313,734,984

経常利益 (千円) 2,390,8472,059,3331,061,744798,7762,614,129

四半期(当期)純利益 (千円) 1,520,0381,219,765698,623 467,6311,728,776

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─ ─ ─

資本金 (千円) ― ― 1,650,0001,650,0001,650,000

発行済株式総数 (株) ― ― 33,000,00033,000,00033,000,000

純資産額 (千円) ― ― 31,404,55230,266,18331,100,297

総資産額 (千円) ― ― 35,992,45433,848,48734,925,229

１株当たり純資産額 (円) ― ― 993.65 1,006.06 984.06

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 47.97 38.84 22.07 15.08 54.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─ ─ 18.00

自己資本比率 (％) ― ― 87.3 89.4 89.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 614,925 713,072 ― ― 2,367,092

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △542,922△322,388 ― ― △1,396,051

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △665,209△1,827,231 ― ― △666,612

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 4,562,1814,023,2695,459,816

従業員数 (名) ― ― 239 254 242

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。

また、主要な関係会社に異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 254

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(千円) 前年同四半期比（％）

養命酒 3,975,794 △1.9

その他 34,913 △10.3

合計 4,010,707 △2.0

(注) １ 金額は、販売価格によっております。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社は、原則として見込み生産方式を採っているため、記載を省略しております。
　
(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(千円) 前年同四半期比（％）

養命酒 3,776,181 △10.6

不動産賃貸収入 37,357 △6.8

その他 47,994 ＋2.8

合計 3,861,533 △10.4

(注) １ 総販売実績に対する輸出高の割合が100分の10未満であるため輸出販売高・輸出割合及び輸出先の記載をして

おりません。

２ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先

前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社Ｐａｌｔａｃ 1,274,059 29.6 1,076,172 27.9

丹平中田株式会社 943,455 21.9 824,518 21.4

株式会社大木 498,237 11.6 670,791 17.4

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
４ 株式会社パルタックＫＳは平成21年４月１日付で、商号を株式会社Ｐａｌｔａｃに変更しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）におけるわが国経済は、一部に

持ち直しの動きが見られたものの、雇用情勢は厳しさを増しており、所得環境の悪化により個人消費が低迷

し、先行き不透明な状況が続いております。

当社の関連業界におきましては、生活防衛意識の高まりによる生活者の節約志向や、業種・業態を越えた

企業間競争の激化、流通業界における再編等、一層厳しさが増す状況が続いております。

このような状況の中で、当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」ことを経営理念と

し、「少子高齢化社会に即した成長戦略の実現により企業価値を高める」ことを基本方針に、第２次中期経

営計画（平成19年４月から平成23年３月まで）の主要戦略である「新たな成長事業の推進」の具現化に向

けた各施策に積極的に取り組むとともに、「養命酒」事業の収益構造の維持に努めました。

「新たな成長事業の推進」の各施策につきましては、長野県諏訪市における当社保有地の有効活用を図

り、飲食や物販事業を通して生活者の皆様に安全で健康的な食やサービスの提供を目指した健康生活提案

型複合施設を、生活者の皆様の「暮らしの和」を意味する「くらすわ」と命名し、平成22年４月開業に向け

た準備に取り組みました。

また、酒系市場におきましては、消費者ニーズの多様化に対応した独自のハーブリキュールカテゴリーの

開拓を目指し、薬味酒「養命酒」を全面リニューアルし、13種類のハーブのリキュール「ハーブの恵み」を

発売することを決定し、平成22年３月の発売に向けた販売体制の強化に取り組みました。

なお、「薬用  養命酒」へのニーズの補完を目指し、平成21年９月に一部地域（福岡県、山口県、佐賀県）

における先行販売を開始した、大正製薬株式会社との共同開発によるドリンク剤「リオン」につきまして

は、取扱店舗数の拡大に努めました。

国内の「養命酒」事業につきましては、各施策の費用対効果等の再検証による広告活動の見直しを行い、

テレビや新聞、ウェブ、交通広告等、様々な媒体を効率的に活用し、東洋医学における「未病」という概念の

定着を図るとともに、年齢や性別に限定することなく「冷え」や「疲れ」の改善に対する提案を行いまし

た。また、当第３四半期会計期間において集中的にテレビスポット広告を実施し、広告と連動した店頭にお

ける販売促進活動を展開したものの、予想以上に消費環境は厳しく、期待通りの効果を得ることができず、

「養命酒」の国内売上高は3,661百万円(前年同四半期比8.9％減)となりました。

海外の「養命酒」事業につきましては、既存の東南アジア諸国を中心として各国の市場環境に即した

マーケティング活動を展開し、「養命酒」の理解と知名度の向上に向け、取扱店舗の拡大や店頭における販

売促進活動の強化に努めたものの、「養命酒」の売上高は114百万円(前年同四半期比43.7％減) となりま

した。
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以上の結果、主力商品「養命酒」の売上に不動産賃貸収入及びその他の売上を合算いたしまして、その売

上高は3,861百万円（前年同四半期比10.4％減）、営業利益は728百万円（前年同四半期比25.1％減）、経常

利益は798百万円（前年同四半期比24.8％減）、四半期純利益は467百万円（前年同四半期比33.1％減）と

なりました。
　

(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ1,076百万円減少し、33,848百万円とな

りました。

流動資産は、前事業年度末に比べ1,202百万円減少し、10,697百万円となりました。これは主に受取手形及

び売掛金が1,087百万円増加した一方で、自己株式の取得等により現金及び預金が1,336百万円、譲渡性預金

の償還等により有価証券が1,000百万円それぞれ減少したことによるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ125百万円増加し、23,150百万円となりました。これは主に投資有価証券

が１年内償還予定となる国債の流動資産への振替等により1,156百万円減少した一方で、設備投資等により

有形固定資産が546百万円、投資その他の資産（その他）に含まれる長期預金が1,100百万円それぞれ増加

したことによるものであります。

流動負債は、前事業年度末に比べ159百万円減少し、2,431百万円となりました。これは主にその他に含ま

れる未払費用が274百万円増加した一方で、未払法人税等が323百万円減少したことによるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べ82百万円減少し、1,150百万円となりました。これは主にその他に含まれ

る長期預り金が75百万円増加した一方で、繰延税金負債が187百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前事業年度末に比べ834百万円減少し、30,266百万円となりました。これは主に自己株式が

1,260百万円増加したことにより株主資本が609百万円、その他有価証券評価差額金が224百万円それぞれ減

少したことによるものであります。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期間末

に比べ317百万円減少し、4,023百万円となりました。

営業活動の結果増加した資金は、3百万円（前年同四半期は152百万円の減少）となりました。これは主に

税引前四半期純利益757百万円、減価償却費199百万円、売上債権の増加額1,116百万円、未払費用の増加額

396百万円及び法人税等の支払額533百万円等によるものであります。

投資活動の結果増加した資金は、948百万円（前年同四半期比970.8％増）となりました。これは主に定期

預金の払戻による収入（預入と払戻の純額）1,400百万円、有形固定資産の取得による支出450百万円等に

よるものであります。

 財務活動の結果減少した資金は、1,269百万円（前年同四半期は90百万円の減少）となりました。これは

主に自己株式の取得による支出1,259百万円によるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第３四半期会計期間の研究開発費の総額は92百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第２四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等はありません。

また、当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 132,000,000

計 132,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年１月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,000,000 33,000,000

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
は、1,000株で
あります。

計 33,000,000 33,000,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 33,000 ― 1,650,000 ― 404,986
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(5) 【大株主の状況】

1  当第３四半期会計期間において、以下のとおり大株主の異動がありました。 

① 新たに大株主となったもの

平成21年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

キッコーマン株式会社 千葉県野田市野田250 442 1.33

株式会社十八銀行 長崎県長崎市銅座町１―11 423 1.28

ブルドックソース株式会社 東京都中央区日本橋兜町11―５ 410 1.24

　

② 大株主でなくなったもの

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

クレディスイスユーロピービー
クライエントエスエフピーブイ
エル 
(常任代理人  シティバンク銀行
株式会社) 

ONE CABOT SQUARE LONDON E14 ４QJ 
(東京都品川区東品川２―３―14) 
 

1,376 4.16

塩  澤    護 東京都杉並区 569 1.72

クレディスイスヨーロッパピー
ビークライエントエスエフピー
ブイエルトラスト 
(常任代理人  シティバンク銀行
株式会社) 

ONE CABOT SQUARE, LONDON E14 ４QJ.
UNITED KINGDOM 
(東京都品川区東品川２―３―14) 
 

443 1.34

(注)     平成21年12月31日現在の所有株式数および発行済株式総数に対する所有株式数の割合については、所有株式数

上位10名から外れているため、記載を省略しております。

　

２  当第３四半期会計期間において、ザ・エスエフピー・バリュー・リアライゼーション・マスター・

ファンド・リミテッド及びその共同保有者から、平成21年11月30日付で大量保有報告書（変更報告

書）が提出され、平成21年11月20日現在で次のとおり株式を所有している旨の報告を受けておりま

すが、当社として当第３四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができません。 

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。
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氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）
 

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

ザ・エスエフピー・バリュー・
リアライゼーション・マスター
・ファンド・リミテッド 
(The SFP Value Realization
Master Fund Ltd.) 

英領西インド諸島、ケイマン諸島、グランドケ
イマン、ジョージ・タウン、サウス・チャーチ
・ストリート、ユグランド・ハウス、私書箱
309GT エム・アンド・シー・コーポレート・
サービシーズ・リミテッド内

376 1.14

ジーエーエス（ケイマン）リミ
テッド 
(G.A.S (CAYMAN) LIMITED) 

英領西インド諸島、ケイマン諸島、グランドケ
イマン、ジョージ・タウン、私書箱1043GT ドク
ター・ロイズ・ドライブ69、カレドニアン・ハ
ウス

123 0.37

マネージド・アカウント・イン
ベストメンツ・エスピーシー 
(Managed Account Investments,
SPC) 

ケイマン諸島、グランドケイマンKY1―1108、サ
ウス・チャーチ・ストリート、私書箱1234、ク
イーンゲートハウス

66 0.20

計 ― 565 1.71

　

３  当第３四半期会計期間において、ファースト・イーグル・インベストメント・マネジメント・エル

エルシーから、平成21年12月18日付で大量保有報告書（変更報告書）が提出され、提出者（大量保

有者）がアーノルド・アンド・エス・ブレイクロウダー・アドバイザーズ・エルエルシーから平

成21年12月15日現在でファースト・イーグル・インベストメント・マネジメント・エルエルシー

に名称変更された旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末現在における

実質所有株式数の確認ができません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。 

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ファースト・イーグル・インベ
ストメント・マネジメント・エ
ルエルシー 
(First Eagle Investment
 Management, LLC)

アメリカ合衆国ニューヨーク州ニューヨーク
市アベニュー・オブ・ジ・アメリカズ1345 
(1345 Avenue of the Americas, New York,
NY 10105-4300 U.S.A.) 

2,605 7.89
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 2,916,000
― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 29,846,000
　

29,846 ─

単元未満株式 普通株式 238,000
　

― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 　 33,000,000
　

― ―

総株主の議決権 ― 29,846 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 233 株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
養命酒製造株式会社

東京都渋谷区南平台町
16─25

2,916,000─ 2,916,0008.83

計 ― 2,916,000─ 2,916,0008.83

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 957 897 973 919 902 894 908 886 849

最低(円) 863 860 881 870 884 851 863 817 820

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。

(注)  当社では執行役員制を導入しております。前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの

執行役員の異動は、次のとおりであります。
役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

執行役員  営業部副部長兼
東京支店長

執行役員  営業推進部長 宮下  久宜 平成21年10月１日

執行役員  営業部副部長兼
大阪支店長

執行役員  大阪支店長 鹿養  貞人 平成21年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期

間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四

半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月

１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日

から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に

係る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当

第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３ 四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 2.1％

売上高基準 0.7％

利益基準 1.4％

利益剰余金基準 0.2％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,253,269 3,589,816

受取手形及び売掛金 3,943,786 ※３
 2,856,104

有価証券 3,400,225 4,400,341

商品及び製品 304,040 343,894

仕掛品 148,461 162,224

原材料及び貯蔵品 326,724 282,242

その他 321,098 265,071

流動資産合計 10,697,606 11,899,696

固定資産

有形固定資産 ※１
 7,707,483

※１
 7,160,542

無形固定資産 151,043 204,291

投資その他の資産

投資有価証券 10,734,046 11,890,763

その他 4,561,207 3,772,835

貸倒引当金 △2,899 △2,899

投資その他の資産合計 15,292,353 15,660,698

固定資産合計 23,150,880 23,025,532

資産合計 33,848,487 34,925,229

負債の部

流動負債

買掛金 255,831 253,115

未払法人税等 242,565 565,714

賞与引当金 108,484 260,156

その他 1,824,905 1,512,737

流動負債合計 2,431,785 2,591,723

固定負債

繰延税金負債 95,985 283,057

退職給付引当金 28,818 －

役員退職慰労引当金 50,850 50,850

その他 974,864 899,301

固定負債合計 1,150,518 1,233,208

負債合計 3,582,304 3,824,931

純資産の部

株主資本

資本金 1,650,000 1,650,000

資本剰余金 676,680 676,680

利益剰余金 30,596,081 29,945,190

自己株式 △2,850,651 △1,589,918

株主資本合計 30,072,110 30,681,952

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 194,072 418,345

評価・換算差額等合計 194,072 418,345

純資産合計 30,266,183 31,100,297

負債純資産合計 33,848,487 34,925,229
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 10,990,804 9,956,180

売上原価 3,372,807 3,074,514

売上総利益 7,617,996 6,881,666

販売費及び一般管理費 ※１
 5,462,235

※１
 5,033,748

営業利益 2,155,760 1,847,918

営業外収益

受取利息 59,335 48,647

受取配当金 171,128 149,938

その他 24,546 31,719

営業外収益合計 255,010 230,305

営業外費用

支払利息 17,408 18,182

その他 2,515 707

営業外費用合計 19,923 18,890

経常利益 2,390,847 2,059,333

特別利益

固定資産売却益 102,076 645

特別利益合計 102,076 645

特別損失

固定資産除却損 27,817 49,773

投資有価証券評価損 3,220 19,217

特別損失合計 31,038 68,990

税引前四半期純利益 2,461,885 1,990,988

法人税、住民税及び事業税 931,000 780,000

法人税等調整額 10,846 △8,777

法人税等合計 941,846 771,222

四半期純利益 1,520,038 1,219,765
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 4,309,599 3,861,533

売上原価 1,291,521 1,146,516

売上総利益 3,018,078 2,715,017

販売費及び一般管理費 ※１
 2,045,364

※１
 1,986,190

営業利益 972,713 728,826

営業外収益

受取利息 21,702 14,736

受取配当金 64,735 56,335

その他 7,497 4,601

営業外収益合計 93,935 75,673

営業外費用

支払利息 4,362 5,111

その他 541 612

営業外費用合計 4,904 5,724

経常利益 1,061,744 798,776

特別利益

固定資産売却益 101,863 645

特別利益合計 101,863 645

特別損失

固定資産除却損 10,870 40,418

投資有価証券評価損 3,220 1,575

特別損失合計 14,091 41,993

税引前四半期純利益 1,149,516 757,427

法人税、住民税及び事業税 474,000 282,000

法人税等調整額 △23,107 7,796

法人税等合計 450,892 289,796

四半期純利益 698,623 467,631
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,461,885 1,990,988

減価償却費 561,767 566,320

賞与引当金の増減額（△は減少） △123,915 △151,672

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 28,818

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32,750 －

受取利息及び受取配当金 △230,463 △198,585

支払利息 17,408 18,182

有形固定資産売却損益（△は益） △102,076 △645

有形固定資産除却損 27,817 49,773

投資有価証券評価損益（△は益） 3,220 19,217

売上債権の増減額（△は増加） △1,533,751 △1,087,681

たな卸資産の増減額（△は増加） 127,998 9,135

仕入債務の増減額（△は減少） 32,520 2,715

未払費用の増減額（△は減少） 201,899 276,974

未払消費税等の増減額（△は減少） 94,965 △28,595

その他 △45,417 136,664

小計 1,461,108 1,631,610

利息及び配当金の受取額 217,447 203,543

利息の支払額 △23,010 △20,703

法人税等の支払額 △1,040,619 △1,101,377

営業活動によるキャッシュ・フロー 614,925 713,072

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,000,000 △1,400,000

定期預金の払戻による収入 200,000 2,200,000

有価証券の償還による収入 1,500,000 500,000

有形固定資産の取得による支出 △400,728 △1,096,683

有形固定資産の売却による収入 181,459 800

無形固定資産の取得による支出 △23,310 △950

投資有価証券の取得による支出 △1,000,342 △525,555

投資活動によるキャッシュ・フロー △542,922 △322,388

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,050,000 1,050,000

短期借入金の返済による支出 △1,050,000 △1,050,000

自己株式の取得による支出 △91,965 △1,260,732

配当金の支払額 △573,243 △566,498

財務活動によるキャッシュ・フロー △665,209 △1,827,231

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △593,206 △1,436,547

現金及び現金同等物の期首残高 5,155,388 5,459,816

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 4,562,181

※１
 4,023,269
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

１ 棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。

２ 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

３ 法人税等の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１ 有形固定資産の

減価償却累計額 14,896,751千円

※１ 有形固定資産の

減価償却累計額 14,489,366千円

２ 偶発債務

保証債務 　

下記のとおり従業員の財産形成持家融資制度に

よる借入金に対し保証を行っております。

保証額 10,965千円

２ 偶発債務

保証債務 　

下記のとおり従業員の財産形成持家融資制度に

よる借入金に対し保証を行っております。

保証額 12,021千円

──────── ※３ 受取手形割引高 81,823千円

　

　

(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 2,918,278千円

退職給付費用 73,718〃

賞与引当金繰入額 220,673〃

減価償却費 162,080〃

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 2,418,531千円

退職給付費用 106,542〃

賞与引当金繰入額 205,095〃

減価償却費 176,522〃

　

第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 1,197,901千円

退職給付費用 24,538〃

賞与引当金繰入額 70,478〃

減価償却費 56,209〃

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 1,108,313千円

退職給付費用 41,883〃

賞与引当金繰入額 59,534〃

減価償却費 59,872〃

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期累計期間

(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)
当第３四半期累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 3,692,181千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 3,400,000〃

預入期間が３ケ月を超える定期
預金

△2,530,000〃

現金及び現金同等物 4,562,181千円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 2,253,269千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 1,900,000〃

預入期間が３ケ月を超える定期
預金

△130,000〃

現金及び現金同等物 4,023,269千円
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(株主資本等関係)

　
当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自 平成21年４月１日 至  平

成21年12月31日）

　

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 33,000,000

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 2,916,233

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 568,875 18.00平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

当第３四半期会計期間末における自己株式の残高は、前事業年度末に比べ1,260,733千円増加し、

2,850,651千円となりました。これは主に、平成21年11月19日開催の取締役会における自己株式取得に

係る事項の決議に基づき、当第３四半期会計期間末までに当社普通株式1,516,000株を取得したことに

よるものであります。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社がないため、記載しておりません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

1,006円06銭 984円06銭

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 30,266,183 31,100,297

普通株式に係る純資産額(千円) 30,266,183 31,100,297

差額の主な内訳(千円) ─ ─

普通株式の発行済株式数(株) 33,000,000 33,000,000

普通株式の自己株式数(株) 2,916,233 1,395,823

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

30,083,767 31,604,177

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日  至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 47円97銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

１株当たり四半期純利益金額 38円84銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,520,038 1,219,765

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,520,038 1,219,765

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 31,689,907 31,405,268

　

第３四半期会計期間

前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日  至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日  至 平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 22円07銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

１株当たり四半期純利益金額 15円08銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 698,623 467,631

普通株式に係る四半期純利益(千円) 698,623 467,631

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 31,653,942 31,012,036
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年１月30日

養 命 酒 製 造 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    宮  下      怜          ㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    松  浦  康  雄          ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている養命

酒製造株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第91期事業年度の第３四半期会計期間（平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、養命酒製造株式会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年１月29日

養 命 酒 製 造 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    中  村  和  臣          ㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    松  浦  康  雄          ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている養命

酒製造株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第92期事業年度の第３四半期会計期間（平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月

31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、養命酒製造株式会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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